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本研究は、異文化適応のうち、行動的な側面に着目した社会文化適応に着目し、留学前のパーソナリティ
特性と留学後の社会文化適応の関係性の検討を目的として実施された。留学前後 2 時点の縦断調査へ回答し
た私立大学生 42 名を対象とし、以下の仮説検証を行った。仮説 1は「留学前の外向性の高さは、留学後 IC
および PICIを促進する」、仮説 2は「留学前の誠実性の高さは、留学後の AWPおよび LPを促進する」であっ
た。その結果、留学前の外向性の高さは、留学後 PICIを促進したが、ICへの影響はみられず、仮説 1は一
部支持された。また、留学前の誠実性の高さは、留学後 AWPおよび LPをいずれも促進し、仮説 2は支持
された。この結果から、外向性および誠実性の高い個人において、現地の生活への行動的各側面におけるす
みやかな適応がみられやすいことが示された。考察において、本研究結果に基づく留学前教育の有用な取り
組みへの一提案がなされた。
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はじめに

海外の大学院等の高等教育機関で学ぶ多くの日本
人留学生において、語学力の向上など、留学の目的
を果たすためには、異文化への適応は重要な課題で
ある。

海外の大学等の高等教育機関で学ぶ日本人留学生
数は 2018 年 5 月 1 日時点において、11 万 5 千人を
超えており、このうち現地に 3ヶ月以上滞在した留
学生は、全体の約 3 割弱を占めている（日本学生支
援機構，2020）。留学生は、現地学生よりもメンタ
ルヘルスの問題を抱えやすく（Forbes & Sawyer，

2016）、学業上のストレスだけでなく、孤立や差別
等のストレス経験（Arthur，1997）や、金銭面や
人間関係のストレス経験を抱えていることが報告さ
れている（稲井，2011）。さらに、梁（2014）は、
留学生生活におけるストレスについて、対人交流上
の困難、社会制度や環境、就職や進学といった 3 側
面を見出している。留学生は、異文化に適応する上
で様々なストレスにさらされる中で、留学目的にお
ける語学力の向上等の目標の達成を目指すと考えら
れる。以下、異文化適応の重要性および社会文化適
応の位置づけと社会文化適応の測定について述べた
後、パーソナリティ特性と異文化適応との関連に関
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して順に論じることとする。

⑴　異文化適応と異文化適応障害
異文化適応とは、その社会でのスキルを理解し使
いこなせる状態と定義される（田中，1991）。異文
化接触の場面において、言語での意思疎通が円滑に
行われないことは多分に想定され得る。これは、海
外留学においても同様であり、異文化との接触が
円滑に行われなかった場合において、カルチャー
ショック（Ward, Bochner, & Furnham，2001）や、
異文化適応障害が生じる。このうち、前者のカル
チャーショックとは、異文化との遭遇によって、自
らの文化的価値観に衝撃を受け、精神的・身体的に
動揺をきたす現象である（野田，1995）。また、後
者の異文化適応障害とは、カルチャーショックに
よって生じ、滞在先の異文化の中になじんで暮ら
すことになんらかの障害を生じる現象である（野
田，1995）。牧野（2002）は、カルチャーショック
の症状として、倦怠感などの身体面の問題、不安や
落ち込みなどの情緒面の問題、酒量の増加などの行
動面の問題を明らかにしている。また、異文化適応
において、コミュニケーション能力に加え、パーソ
ナリティ要因、環境要因、言語能力が重要であるこ
とを指摘している（牧野，2002）。Trompenaars & 
Hampden-Turner（1997）は、異文化への接触にお
いて生じる問題として、人間関係への価値の志向性、
時間的感覚、環境に対する態度を指摘し、自分の文
化とは異なる文化に接した際にこれらによって不快
な感情や不安感が生じることを指摘した。
また、Brislin（1981）は、異文化適応に問題のな
い個人において、現地への満足感などの心理的適合、
現地の人々との関係性の構築などの相互作用の効率
性、現地での目標達成能力などの仕事の効率性がみ
られたことを挙げている。このように、異文化との
接触が円滑に行われなかった場合において、前述の
ような困難が生じる可能性は高いと考えられる。そ
のため、長期留学生において、異文化にうまく順応
することは、語学力向上等の留学の本来の目的の達
成を試みるうえで重要な視点である。

⑵　 異文化適応における社会文化適応と心理的適応
田中・松尾（1993）は、異文化適応について、留

学生の経済基盤や住居が整い病気のない状態を最下
層、対人関係が良好な中層、学業達成が含まれる上
層という 3 層からなる層状モデルを提出している。
具体的には、生存を保証されるレベルの適応が最下
層であり、中層は、ホストを含む周囲から認められ
て良好な対人関係を築けている状態であり、そして
最上層には、異文化滞在の課題の達成や、成長発達、
安定したアイデンティティのある状態が含まれてい
る。同様に、田中（1998）は、留学生の適応の構造
に関して、留学生の異文化適応の多元性について、
障害発生の有無だけでなく、より高い次元について
も異文化適応の概念に含まれると指摘した。海外留
学の経験は、異文化適応能力の獲得に繋がることが
指摘されている（足立，2010）。

現在、異文化適応を検討する上では、感情的側面
を含む心理的適応および行動的側面を含む社会文化
適応の 2 側面に区別した検討が有用である。社会文
化的適応は、現地文化の人々に溶け込むことがで
きる能力もしくは効果的に対話できる能力として、
行動的な技能と定義される（Ward & Kennedy，
1993）。社会文化適応は、行動的な資質能力として
定義づけられるため、心理的適応と比較して、文化
学習やソーシャルスキルの獲得が基礎的な要因とな
る（Ward & Kennedy，1993）。社会文化的適応と
心理的適応はそれぞれ影響要因が異なるため、区別
して考察する必要があると考えられている（Ward 
& Kennedy，1993）。また、社会文化的適応の良好
さは、心理的適応の良好さに影響を及ぼすことが
明らかになっている（Ouarasse & van de Vijver.，
2005；Shupe，2007；孫，2011）。

本研究では、異文化適応のうち、行動的な側面に
着目した社会文化適応に着目する。これは、心理的
適応に先立って生じる異文化適応の側面であり、留
学前教育においても十分に介入が可能であると考え
られるためである。

⑶　社会文化適応の測定
異文化適応における社会文化適応の測定にお
いて、the Sociocultural Adaptation Scale（ 以 下、
SCASとする：Ward & Kennedy，1993）は、短期
間の海外滞在者を対象として作成された尺度として
有名である。SCASは、認知とコミュニケーション
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の側面および匿名的な対人交流能力と気まずい状況
の側面の測定から構成される。SCASは、海外への
短期滞在者に対して、新しい文化や対人関係の状況
における難しさについて尋ねる尺度である。しかし、
Wilson（2013）は、SCASに関して、教示文で使用
される単語の問題によって心理的適応の側面が測定
される可能性、社会文化適応を捉える枠組みの問
題、社会文化適応における多面的な測定がなされて
いない可能性について指摘した。実際に、SCASは
2つの因子が見出されたが、近年の研究では、社会
的適応において、3 要因の解がみられており（Chen 
& Lewis，2011）、前述の指摘の通り、多面的な測
定がなされていない可能性がある。Chen & Lewis

（2011）は、社会的適応の側面として、現地の人々
への相互作用の調整、環境や文化への適応、仕事へ
の適合の 3 側面を見出している。
これらの問題点を解決するため、社会的適応の

多面的側面の行動的な資質能力を包含する尺度の
作成を目的として開発された尺度が SCAS-Rであ
る。Wilson（2013）は、 文 化 学 習 理 論（Culture 
learning theory：Ward & Kennedy，1999）におけ
る新たな文化的状況の社会もしくは相互的側面に焦
点を当てた、行動的適応能力に関する包括的なモデ
ルに基づき、社会文化適応における多面的な領域を
設定した上で、ニュージーランドへの留学生、移住
者らの青年および成人を対象とした調査を実施し
た。その中で、コミュニケーションおよび社会相互
作用の項目で構成される因子として「対人コミュ
ニケーション（Interpersonal communication；以
下、ICとする）」、学業や仕事上の能力に関する項
目で構成される因子として「学業もしくは仕事の
業績（Academic/Work Performance：以下、AWP
とする）」、コミュニティへの従事や文化の保持に
関する項目で構成される因子として「個人の関心
およびコミュニティ参加（Personal　Interests & 
Community Involvement： 以 下、PICIとする）」、
環境や生態に関する項目で構成される因子として

「 環 境 適 応（Ecological adaptation： 以 下、EAと
する）」、現地の言語が流暢であるかといった言語
能力に関する項目で構成される因子として「言語
能力（Language Proficiency：以下、LPとする）」
の 5 下位尺度が見出されている。以上のように、

SCAS-Rは、新たな文化的環境における行動的な資
質能力の程度について測定する自己報告式の社会文
化適応尺度である（Wilson，2013）。国内において
も、SCAS-Rを翻訳した SCAS-R 日本語版（以下、
SCAS-R-Jとする：小田切・沼田・Noftle，印刷中）
が開発されている。
なお、田中・松尾（1993）による、異文化適応の

3 層モデルの内容と照らし合わせると、最下層（経
済基盤や住居が整う状態等）には、EAが、中層（対
人関係良好等）には、ICおよび PICIが、上層（学
業達成等）には AWPおよび LPがそれぞれ対応す
ると考えられる。

⑷　パーソナリティ特性と異文化適応の関連
異文化適応における重要な要因のひとつには、
パーソナリティ特性がある（牧野，2002）。異文化
適応において、対人関係の形成・維持・発展に役立
つ技能であるソーシャルスキルの重要性が述べられ
ており（田中，2010）、実際に外向性の高さは、ソー
シャルスキルの高さに影響を及ぼすことが明らかに
されている（鈴木，1992）。また、異文化適応にお
ける文脈に限るものではないが、外向的な傾向を持
つ人は、内向的な傾向を持つ人よりも、コミュニケー
ションがより円滑に進むことが明らかになっている

（茂住，2004）。また、誠実性の高さは、学業成績お
よび GPAに正の影響を及ぼすことが分かっている

（Crade，Tynan， & Harms，2016）。
孫（2011）は、留学生の異文化適応に関する研

究において、パーソナリティ特性が社会文化適
応に及ぼす影響について検討した。具体的には、
Cloningerの気質・性格モデル（木島他，1996）を
用いて、パーソナリティ特性による社会文化適応（学
校・アルバイト・日常生活・日本社会が含まれる）
への影響について検討した。その結果、社会文化適
応および協調と固執との間に正の偏相関がみられ、
損害回避との間に負の偏相関がみられていた。さら
に、パス解析の結果、協調の高さは、社会文化適応
の高さへ直接的に有意な影響がみられていた。

Cloningerの気質・性格モデルとビックファイブ
モデルとの関連について、それぞれの因子間におけ
る主な結果は以下の通りである（国里・山口・鈴木，
2008）。協調は、調和性との間に中程度の正の相関、
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固執は、誠実性との間に中程度の正の相関、損害回
避は、神経症傾向との間に中程度の正の相関および
外向性、開放性との間に中程度の負の相関がみられ
た。一方、ビックファイブモデルは、パーソナリティ
特性を包括的に記述する上で有用である（国里他，
2008）。そこで、孫（2011）で得られた結果に基づ
き社会文化適応との関連を推定すると、以下のよう
になる。社会文化適応との間に正の関連がみられる
特性として、調和性、誠実性、外向性、開放性が推
定され、また負の関連がみられる特性として、神経
症傾向が推定される。しかし、孫（2011）は、社会
文化的適応の測定において、日本への中国人留学生
を対象とした独自の尺度を作成して検討を行ってお
り、また、社会文化適応の測定時には、学校・アル
バイト・日常生活・日本社会の 4つの領域が 1 因子
に含まれており、詳細な検討がなされていない。そ
のため、包括的にパーソナリティ特性と社会文化的
適応との関連においては、ビックファイブモデルに
よる検討に加え、社会文化適応の測定において妥当
性と信頼性を備えた SCAS-R-Jを用いた検討が望ま
しいと考えられる。

現在、パーソナリティ特性などの個人内要因が社
会文化的適応の側面に及ぼす影響について検討した
研究はわずかである。しかし、異文化適応の検討に
おいて、心理的適応に先立ち生じる社会文化的適応
へのパーソナリティ特性による影響が明らかになる
ことは、海外留学後に想定される適応面でのリスク
への留学前教育において、重要と考えられる。

前述の鈴木（1992）、茂住（2004）による外向性
による対人関係の側面に関する知見を踏まえると、
外向性は、社会文化適応のうち、対人関係の良好さ
の側面（IC・PICI）へ正の影響を及ぼすと推定さ
れる。また、Crade et al.（2016）による誠実性に
よる学業成績に関する知見を踏まえると、誠実性
は、社会文化適応のうち、学業達成の側面（AWP・
LP）へ正の影響を及ぼすと推定される。

⑸　本研究の目的と仮説
ここまでの議論を踏まえ、本研究では、パーソナ
リティ特性と社会文化的適応の関係性についての検
討を目的とする。

本研究の仮説は以下の通りである。仮説 1として、

鈴木（1992）、茂住（2004）の知見を踏まえ、「留学
前の外向性の高さは、留学後の ICおよび PICIを
促進する」、仮説 2として、Crade et al.（2016）の
知見を踏まえ、「留学前の誠実性の高さは、留学後
の AWPおよび LPを促進する」を設定する。

１．方法
⑴　調査参加者および調査時期

米国留学プログラム（9ヶ月間の留学）に参加し
た私立大学生 95 名を対象に、自記入形式の質問紙
調査を実施した（男性 47 名、女性 48 名、平均年齢
18.81 歳（SD ＝ 0.53））。留学前 2015 年 12 月および
留学後（帰国直前）2016 年 12 月の調査において全
ての設問を回答した 42 名（男性 16 名、女性 26 名、
平均年齢 19.68 歳（SD ＝ 0.47））を分析対象とした。

⑵　 倫理的配慮
倫理的配慮の内容として、APA 論文作成マニュ
アル（American Psychological Association， 2009；
前田・江藤・田中訳 2011）および第二著者の所属
する大学の研究倫理委員会倫理規定に準じているか
を、心理学を専門とする教員が以下の観点を踏まえ
て検討し、匿名かつ任意の調査であるため、問題が
ないことを確認した。具体的には、インフォームド・
コンセントを得ること、個人情報に関する守秘義務
を徹底すること、利益相反に関わる項目が含まれて
いないこと、使用した既存尺度に関して侵襲性が報
告されていないことである。参加協力者に対して、
任意での回答であること、回答の拒否や中止は自由
であり、これらによって不利益が生じないこと、得
られた回答は研究および教育のためのみに使用し、
匿名性が担保された上で結果が発表される場合があ
ることを説明し、同意する場合のみ回答への記入を
求めた。

⑶　質問項目
今回の調査で使用した質問紙の尺度は以下の 2
つである。（a）社会文化的適応を測定するために、
SCAS-R-J（小田切・沼田・Notfle，印刷中）を使用
した。この尺度は、対人コミュニケーション（IC）
7 項目（「人間関係を形成し、維持する」など）、学
業もしくは仕事の業績（AWP）4 項目（「学校や職
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場での責任を果たす」など）、個人の関心およびコ
ミュニティ参加（PICI）4 項目（「趣味や興味を継
続する」など）、環境適応（EA）4 項目（「一人で様々
な場所に出かける」など）、言語能力（LP）2 項目

（「英語を理解し、話す」など）の 5 下位尺度からな
る。教示内容は、「留学先での毎日の生活について、
以下の行動の自分の能力を 5 段階で評価してくださ
い」であった。これらすべての項目に対して、5 件
法（「1. 全く能力がない、2.あまり能力がない、3.ど
ちらともいえない、4.やや能力がある、5. 極めて能
力がある」）で回答を求めた。（b）パーソナリティ
特性を測定するために、日本語版 NEO-FFI（下仲・
中里・権藤・高山，1999）を使用した。この尺度は、
外向性 12 項目（「非常に活動的な人間だ」など）、
誠実性 12 項目（「自分の目標を達成するように頑張
る」など）、開放性 12 項目（「新しい、珍しい食べ
物を試してみることが良くある」など）、調和性 12
項目（「私はいつも他の人を思いやる人間であろう
としている」など）、神経症傾向 12 項目（「よく緊
張したり、神経過敏になったりする」など）の 5 下
位尺度からなる。教示内容は、「次の文章をよく読
んで、自分に一番あてはまる番号にひとつだけ○を
つけてください」であった。これらすべての項目に
対して、5 件法（「1. 全くそうでない、2.そうでない、
3.どちらともいえない、4.そうである、5. 非常にそ
うである」）で回答を求めた。なお、（a）は留学後
のみ使用し、（b）は留学前および留学後のいずれ

も使用した。また、留学前の調査実施において、留
学後に調査を実施することを文章ならびに口頭で説
明の後、個人の対応づけのために任意にて学籍番号
の記入を求めた。

⑷　分析
分 析には、HAD12.216（ 清 水・ 村 山・ 大 坊，

2006）を用いた。

２．結果
⑴　記述統計量と各変数間の相関関係

各下位尺度の平均値、標準偏差および信頼性係数
の算出を行った。得られた各変数の記述統計量を示
す（表 1）。このうち、信頼性係数の算出にあたり、
項目数に対してサンプルサイズが少ないことから、
先行研究に沿った因子構造を仮定してα係数を算出
した。その結果、NEO-FFIの各下位尺度では留学
前後いずれもα =.65 - .83の値が得られ、概ね一定
の内的整合性が示された。SCAS-Rの各下位尺度で
は、α =.53-78の値が得られ、一部低めの値が得ら
れたものの、概ね許容範囲の内的整合性が示された。
なお、NEO-FFIに関して、留学前および留学後の
得点に関して、t 検定を実施したところ、いずれも
有意な差は得られなかった。

次に、各下位尺度に含まれる項目の平均値を尺度
得点とし、留学前 NEO-FFIと留学後 SCAS-R-Jに
ついて、相関係数を算出した（表 2）。その結果、

表１　各変数の基礎統計量（n ＝ 42）

留学前 α係数 留学後 α係数
1 NEURO 3.25（0.59） .80 3.48（0.59） .80
2 EXTRA 3.42（0.52） .82 3.35（0.56） .79
3 OPENNE 3.27（0.42） .65 3.44（0.52） .71
4 AGREE 3.52（0.44） .70 3.51（0.63） .83
5 CONSC 3.21（0.47） .75 3.33（0.55） .77
6 IC ― 3.74（0.59） .78
7 AWP ― 3.83（0.59） .77
8 PICI ― 3.74（0.66） .60
9 EA ― 3.65（0.69） .53
10 LP ― 3.85（0.69） .77

注 1）1-5 は，NEO-FFI の下位尺度，6-10 は，SCAS-R-J の下位尺度である
注 2）�IC：対人コミュニケーション，AWP：学業や仕事の能力，PICI：個人的興味およびコミュニティへの参加，EA：環境適応， 

LP：言語熟達度
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ICは調和性との間に小程度の正の相関（r ＝ .32，
p<.01）がみられた。AWPは、誠実性との間に中
程度の正の相関がみられた（r＝ .43，p<.01）。PICI
は、外向性、調和性との間に中程度の正の相関がみ
られた（r＝ .52，.34，ps<.05-.01）。

⑵　目的 1：重回帰分析による検討
各パーソナリティ特性が社会文化的適応へ及ぼす

影響について検討するために、留学前の NEO-FFI
から留学後の SCAS-R-Jへの影響について、重回帰
分析を実施した（表 3）。その結果、留学前の外向
性からは、留学後の PICIに対する標準偏回帰係数
が有意であった（β＝ .41，p<.01，R2 ＝ .38［95%CI: 
0.08，0.74］）。また、留学前の誠実性から、留学後
の AWP、LPに対する標準偏回帰係数が有意であっ
た（AWP: β＝ .44，p<.01，R2 ＝ .28［95%CI: 0.14，

0.74］）; LP: β＝ 33，p <.05，R2 ＝ .19［95%CI: 0.01，
0.65］）。

３．考察
本研究の目的は、パーソナリティ特性と社会文化

的適応の関係性について検討することであった。以
下で、各仮説と検証の結果について考察する。

⑴　仮説の検証
仮説 1では、「留学前の外向性の高さは、留学後

の ICおよび PICIを促進する」と予測した。その
結果、留学前の外向性の高さは、留学後の PICIを
促進していたが、ICへの影響はみられなかったた
め、仮説 1は一部支持された。仮説 2では、「留学
前の誠実性の高さは、留学後の AWPおよび LPを
促進する」と予測した。その結果、留学前の誠実性

表２　留学前 NEO-FFI および留学後 SCAS-R-J の相関係数（n ＝ 42）

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 NEURO ―
2 EXTRA -.20 ―
3 OPENNE .27 .17 ―
4 AGREE -.15 .54 ** .05 ―
5 CONSC -.05 .02 -.22 .17 ―
6 IC -.17 .29 -.05 .32 * .27 ―
7 AWP -.15 .24 .06 .28 .43 ** .74 ** ―
8 PICI -.20 .52 ** .25 .34 * .21 .49 ** .54 ** ―
9 EA -.23 .02 .09 .21 .06 .52 ** .44 ** .45 ** ―
10 LP -.28 .17 .01 .09 .30 .56 ** .51 ** .38 * .41 **

注 1）1-5 は，NEO-FFI の下位尺度，6-10 は，SCAS-R-J の下位尺度
注 2） 留学前 - 留学後間の相関係数： N=.70，E=.63，O=.67，A=.61，C=.69（**ps < .01）
注 3）*p < .05，**p < .01

表３　留学前 NEO-FFI から留学後 SCAS-R-J への重回帰分析結果（n ＝ 42）

（留学後）
（留学前） IC AWP PICI EA LP
NEURO -.09 -.13 -.17 -.28 -.29
EXTRA .17 .11 .41 * -.22 .13
OPENNE -.02 .16 .28 .20 .14
AGREE .17 .11 .03 .26 -.08
CONSC .23 .44 ** .25 .05 .33 *
R2 .18 .28 * .38 ** .14 .19

　　　　　　注 1）*p < .05，**p < .01
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の高さは、AWPおよび LPをいずれも促進してお
り、仮説 2は支持された。

外向性は、社交性があり、話好きで積極的な傾向
である。したがって、外向性の高い個人は、留学後
も社交性や積極的な傾向を生かし、個人的興味の継
続およびコミュニティへの参加を行うことにより、
社会文化適応を行っていくと推定される。また、誠
実性は、計画性があり、勤勉で几帳面な傾向である。
したがって、誠実性の高い個人は、留学後も計画性
や勤勉性を生かし、学業や仕事の能力を発揮し、言
語熟達度の習得が可能となると推定される。

以上の通り、各仮説と検証の結果において、外向
性に関しては部分的な支持に留まったが、誠実性に
関してはいずれも支持された。この結果は、社会
文化適応の測定における対人コミュニケーション

（IC・PICI）および学業達成の側面（AWP・LP）
について、詳細な検討を行ううえで、有用な示唆が
得られたと考えられる。

⑵　本研究で得られた新たな知見
これらの仮説の検証を通して、本研究では、以下
の 2 点が明らかになった。

第 1に、留学前のパーソナリティ特性による社会
文化適応への影響を検討することにより、留学前の
外向性の高さは、留学後の PICIを促進しており、
先行研究の予測および知見との整合が明らかになっ
た。また、留学後のパーソナリティ特性と社会文化
適応との関連の検討により、外向性は、SCAS-R-J
各側面と正の相関がみられていた。第 2に、留学前
の誠実性の高さは、留学後の AWPおよび LPを促
進していた。誠実性は、SCAS-R-Jの多くの側面と
正の関連がみられていた。

以上をまとめると、パーソナリティ特性のうち、
外向性および誠実性の高い個人において、現地の生
活への行動的各側面におけるすみやかな適応がみら
れやすいと考えられる。

本研究では、異文化適応のうち、行動的な側面で
ある社会文化適応に着目したが、これは、心理的適
応に先立って生じる異文化適応の側面であるため、
留学前教育においても十分に介入が可能であると考
えられるためであった。

本研究の結果に基づく留学前教育での有用な取り

組みへの一提案としては、以下の通りである。ま
ず、留学を予定している学生は、留学前に自分自身
のパーソナリティ特性の特徴を把握したうえで、外
向性および誠実性の高さと社会文化適応の側面の関
連性について本研究の知見を得ることにより、留学
後の見通しを持ちやすくなると考えられる。これは、
外向性および誠実性の高い学生だけでなく、これら
の特性が低い学生であっても、尺度の項目内容を参
考として、自分自身が望む場合には、可能な範囲で
同様の行動を取るという選択が可能となる。パーソ
ナリティ特性と社会文化適応の関連性について、事
前の知識が乏しい状態で留学機会を迎える場合と比
較して、留学先での様々な行動選択場面に役立てる
ことができる。その結果、語学力の向上など、留学
の主な目的を達成するために必要な行動の選択にも
結び付く知識となると考えられ、充実した留学生活
を過ごすうえで重要な視点を含めた留学前教育の実
施が可能になると考えられる。

⑶　本研究の限界と今後の課題
本研究の限界と今後の課題について、以下の通り
である。本研究の仮説のうち、外向性について、仮
説の一部支持に留まったことに関して、今回の調査
対象者は、集団で留学を行った学生であったこと
による可能性が考えられる。SCAS-R-Jで測定され
る ICは、人間関係を維持するといった対人コミュ
ニケーションが測定されるが、PICIは、趣味や興
味を継続するといった個人の関心やコミュニティ参
加を維持するといった側面が測定される。外向性
は、このうち、PICIに影響を及ぼしていたことか
ら、対人関係を維持しようとすることが目的となる
のではなく、地域社会活動を手伝うなどの目的に対
して対人関係が形成されるような場合への影響であ
る可能性が考えられる。有意な結果がみられなかっ
た ICに関しては、留学生間で既に出来上がった人
間関係をベースとして留学先で活動を行ったために
得られた結果の可能性がある。今後は、SCAS-R-J
の項目内容に対応する留学先での活動等について、
別途回答を求めるなど、より具体的に検討を進めて
いく必要がある。
また、SCAS-R-Jで測定される AWPは、学校や

職場での責任を果たすといった学業や仕事の能力が
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測定されるが、LPは、現地言語を読み書きすると
いった言語熟達度が測定される。誠実性は、このう
ち、主に AWPに影響を及ぼしていたことから、現
地言語に関する能力の単純な高さではなく、現地の
学校や職場において、自分が遂行すべき内容につい
て責任を果たそうとすることに対する影響である可
能性が考えられる。これらの点を踏まえたうえで、
今後もパーソナリティ特性と社会文化適応に関する
検討を進める必要がある。
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